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12月号の主な内容

●人　口　13,374人　前月比（20人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,787世帯
●15歳未満の年少人口　1,316人（比率9.8％）

●65歳以上の老齢人口　4,567人（比率34.1％）

●人口のうごき
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わがまちデータわがまちデータ

増加 17人　出生3人　　転入13人　　職権1人
【男2人　女1人】 【男5人　女8人】 【男1人】

減少 37人　死亡19人　 転出18人　　  
【男9人　女10人】【男10人　女8人】
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【男性6,298人  女性7,076人】

【男性675人  女性641人】

【男性1,801人  女性2,766人】
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大方中学校サッカー部 高知県３大タイトル制覇!!大方中学校サッカー部 高知県３大タイトル制覇!!大方中学校サッカー部 高知県３大タイトル制覇!!
　高知県中学校総合体育大会・高知県中学校サッカー選手権大会・全日本ユース（Ｕ-15）サッカー選手権大会高知県大

会、県内３大タイトルにおいて全大会優勝という大きな快挙を成し遂げた、大方中学校サッカー部23人の部員のみなさん。黒

潮町役場にも選手のみなさんが報告に来てくださり「保護者の方や大方中サッカー部を築きあげてくれた先輩たち、そして地

域の方々、たくさんの人に協力と支えをいただいたことに感謝したいです。みんなの期待に応えることができて本当にうれしく思いま

す。これからも、部活と同様に、学習・生活面でも頑張っていきたいです」と、爽やかな笑顔といっしょに紳士的で謙虚なコメント

をいただきました。明神監督は「優勝できたのは周りの支えや見守ってくれる地域があってからこそ。普段からしのぎを削って懸命に

練習しようと言っているが、勝った後もそれに変わりはありません。それでも結果が伴うことはなかなかないことなので今回の結果

は大変喜ばしいものです。子どもたちには、長い人生、サッカーを楽しんでいってほしい」と話してくれました。

高知県中学校総合体育大会

高知県中学校サッカー選手権大会

全日本ユース（Ｕ-15）サッカー選手権大会 
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－特集－「今年の秋もカツオがきたにゃあ!」

　
１０
月

２４
日
、
カ
ツ
オ
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
黒
潮
一
番
館
で
土
佐
さ

が
の
も
ど
り
ガ
ツ
オ
祭
２
０
０
９

秋
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。〔
黒
潮

一
番
の
会
（
高
知
県
漁
協
佐
賀
統

括
支
所
青
年
部
・
女
性
部
、
黒
潮

カ
ツ
オ
体
験
隊
）
主
催
〕

　
当
日
は
、
黒
潮
一
番
の
会
が
行

う
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
や
イ
ヨ
飯
、

カ
ツ
オ
入
り
お
好
み
焼
き
の
販
売
、

あ
ら
汁
や
あ
ら
焼
き
の
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
、
町
内
や
近
隣
市
町
村
か

ら
の
産
品
や
加
工
品
販
売
な
ど
多

数
の
出
店
が
広
場
に
軒
を
連
ね
ま

し
た
。

　
ま
た
、
佐
賀
保
育
所
、
横
浜
保

育
所
の
園
児
の
踊
り
、
カ
ツ
オ
の

藁
焼
き
タ
タ
キ
の
実
演
や
、
子
ど

も
限
定
の
一
本
釣
り
ゲ
ー
ム
、
イ

ヨ
飯
・
カ
ツ
オ
の
刺
身
の
早
食
い

な
ど
満
載
の
催
し
で
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
初
の
試
み
と
し
て
行
わ
れ

た
カ
ツ
オ
の
一
本
売
り
も
大
変
好

評
で
、
販
売
開
始
わ
ず
か
で
計
１

５
０
本
が
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
開
催
宣
伝
を
徹
底
し
た

こ
と
も
あ
り
、
例
年
の
倍
以
上
の

約
２,
６
０
０
人
も
の
来
客
が
あ

り
、
中
に
は
イ
ベ
ン
ト
中
に
販
売

物
が
完
売
し
て
し
ま
う
嬉
し
い
悲

鳴
も
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
「
今
年
で
も
ど
り
ガ
ツ
オ
祭
も

６
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
毎
年
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
続
け
ら
れ
る
の
も
、
一
本

釣
り
漁
師
が
い
て
く
れ
て
、
佐
賀

の
港
に
カ
ツ
オ
が
水
揚
げ
さ
れ
る

こ
と
に
加
え
、
地
域
の
み
ん
な
が

こ
の
黒
潮
一
番
館
を
支
え
て
く
れ

て
い
る
か
ら
こ
そ
。
今
後
も
引
き

続
き
継
続
し
、
『
カ
ツ
オ
と
い
え

ば
黒
潮
町
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
全
国

的
に
広
め
て
い
き
た
い
」
と
黒
潮

一
番
の
会
一
同
か
ら
意
気
込
み
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
１０
月

３１
日
、
佐
賀
総
合
セ
ン
タ

ー
で
「
第
１
回
カ
ツ
オ
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉｎ
黒
潮
町
〜
カ
ツ
オ
ビ
ジ
ネ
ス

創
造
会
議
２
０
０
９
〜
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
町
内
関
係
者
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
各
地
か
ら
、

カ
ツ
オ
に
精
通
す
る
漁
業
関
係
者

や
専
門
家
等
が
一
同
に
集
結
し
ま

し
た
。
約
２
０
０
人
も
の
参
加
者

で
熱
気
に
包
ま
れ
た
会
場
内
で
は
、 

佐
賀
漁
師
町
で
代
々
伝
承
さ
れ
て

い
る
、
舟
歌
と
鼓
踊
り
（
佐
賀
の

鼓
踊
り
保
存
会
）
の
勇
壮
な
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
幕
開
け

が
飾
ら
れ
た
後
、
第
１
部
「
わ
が

町
の
カ
ツ
オ
自
慢
」
と
し
て
、
中

土
佐
町
（
田
中
鮮
魚
店
代
表
田
中

隆
弘
氏
）、
黒
潮
町
（
高
知
県
漁

協
佐
賀
統
括
支
所
女
性
部
長
境
文

子
氏
）、
愛
南
町
（
愛
南
町
漁
業

協
同
組
合
事
業
部
長
藤
田
知
右
氏
）

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ツ
オ
資
源
を

活
用
し
た
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
第
２
部
は
各
業
界
で
活

躍
す
る
７
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
（
高

知
県
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
明
神
努
氏
、
高
知
新
聞
社
記

者
福
田
仁
氏
、
土
佐
料
理
司
代
表

取
締
役
社
長
竹
内
太
一
氏
、
高
知

大
学
副
学
長
受
田
浩
之
氏
、
愛
媛

大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
副

セ
ン
タ
ー
長
若
林
良
和
氏
、（
株
）

Ｆ
Ｂ
Ｔ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
元
味
の

素（
株
）食
品
研
究
所
長
久
塚
智
明

氏
、
沖
縄
大
学
法
経
学
科
教
授
上

田
不
二
夫
氏
）
に
よ
る
「
カ
ツ
オ

に
対
す
る
熱
き
ス
ピ
ー
チ
リ
レ
ー
」。

各
専
門
分
野
で
の
視
点
か
ら
、
カ

ツ
オ
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
提
供

や
問
題
提
起
、
熱
い
思
い
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
第
１
部
、
第
２
部
に

引
き
続
き
、
第
３
部
の
カ
ツ
オ
ビ

ジ
ネ
ス
創
造
会
議
で
は
、
「
カ
ツ

オ
を
売
り
出
す
だ
け
で
な
く
大
切

な
資
源
と
し
て
守
ろ
う
。
自
然
と

共
存
す
る
手
法
を
国
内
外
で
す
す

め
よ
う
」「
魚
、
カ
ツ
オ
の
問
題

は
漁
師
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

将
来
の
「
食
糧
問
題
」
へ
の
問
題

提
起
と
し
て
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル

で
あ
る
」
、
「
カ
ツ
オ
漁
を
取
り

巻
く
様
々
な
環
境
へ
の
課
題
は
黒

潮
町
だ
け
で
解
決
で
き
る
（
す
べ

き
）
問
題
で
は
な
い
。
今
後
も
引

き
続
き
こ
の
よ
う
な
機
会
が
必
要

で
は
な
い
か
」
壇
上
の
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
（
第
１
、
２
部
報
告
者
お

よ
び
黒
潮
町
長
）
だ
け
で
な
く
、

参
加
さ
れ
た
地
域
住
民
や
高
知
県

関
係
者
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
漁
協

関
係
者
の
方
々
ら
か
ら
も
、
本
会

議
の
開
催
の
意
義
、
そ
し
て
継
続

す
べ
き
重
要
性
の
声
が
上
が
り
、

そ
の
た
び
に
、
 

会
場
内
で
は
自

然
に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
今
日
ま
で
、
全
国
各
地
で
そ
れ

ぞ
れ
に
、
ご
活
躍
、
ま
た
課
題
解

決
の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
た
人
々

が
、
一
つ
に
集
ま
り
、
熱
い
思
い

と
決
意
を
共
有
し
合
え
た
、
本
当

に
貴
重
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
熱
気
も
ピ
ー
ク
に
達
し
た
会
場

で
、
最
後
に
、
高
知
県
漁
協
佐
賀

統
括
支
所
青
年
部
長
岸
本
圭
吉
氏

か
ら
「
黒
潮
一
番
地
宣
言
」
が
さ

れ
、
第
１
回
目
の
記
念
す
べ
き
カ

も
ど
り
ガ
ツ
オ
祭
２
０
０
９
秋

第
１
回
カ
ツ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム

カ
ツ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
会
議
開
催

今年の秋も
カツオがきたにゃあ!
今年の秋も今年の秋も今年の秋も
カツオがきたにゃあ!カツオがきたにゃあ!カツオがきたにゃあ!

こ

お
ど
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ツ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
幕
が
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　
カ
ツ
オ
は
古
来
、
花
鳥
風
月
を

愛
す
る
日
本
人
の
食
と
文
化
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
カ
ツ
オ
の
一
本
釣

り
の
盛
ん
な
黒
潮
町
の
漁
業
者
か

ら
「
カ
ツ
オ
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
獲
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

…
」
と
い
う
直
感
的
な
不
安
が
発

信
さ
れ
た
こ
と
か
ら
本
日
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
本
日
は
、
カ
ツ
オ
に
ゆ
か
り
が

あ
り
、
産
・
学
・
官
の
各
界
で
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
ご
意
見
を

伺
う
と
と
も
に
、
カ
ツ
オ
産
業
の

盛
ん
な
各
地
域
の
情
報
交
換
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
様
々
な
問
題
や
課
題
、
そ
し

て
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
 

　
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で

身
近
な
食
材
で
あ
っ
た
カ
ツ
オ
資

源
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
カ
ツ
オ
の
食
文
化
と

そ
の
高
付
加
価
値
化
や
有
効
利
用

方
法
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
ど

の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
、

ま
だ
ま
だ
継
続
し
た
調
査
・
研
究

と
課
題
へ
の
挑
戦
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
カ
ツ
オ
資
源
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
海
洋
資
源
調
査
機

関
の
デ
ー
タ
の
み
な
ら
ず
、
日
々

海
の
上
で
カ
ツ
オ
を
追
っ
て
い
る

漁
業
者
の
目
に
よ
る
観
察
情
報
は
、

特
に
貴
重
な
指
標
と
 

し
て
認
識

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

有
効
活
用
に
よ
る
カ
ツ
オ
資
源
の

可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
産

業
界
の
積
極
的
な
参
画
を
得
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
、

日
本
人
と
カ
ツ
オ
と
の
上
手
な
付

き
合
い
方
を
探
る
た
め
に
、
カ
ツ

オ
産
業
の
盛
ん
な
地
域
と
産
・
学
・

官
の
関
係
者
及
び
カ
ツ
オ
に
関
心

が
深
い
人
々
が
集
い
、
情
報
交
換

を
は
じ
め
、
調
査
・
研
究
及
び
意

見
交
換
を
継
続
し
て
行
な
う
機
会
、

「
カ
ツ
オ
学
会
」
の
よ
う
な
仕
組

み
を
創
設
し
て
い
く
こ
と
を
、
本

日
参
加
者
の
賛
同
を
得
て
こ
こ
に

宣
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
第
１
回
カ
ツ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ

黒
潮
町
〜
カ
ツ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創

造
会
議
２
０
０
９
〜
の
記
録
冊

子
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
１０
月

２８
日
、
佐
賀
小
学
校
５
年

生
児
童

２５
人
が
、
黒
潮
一
番
館
で
、

カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
漁
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
漁
師
の
浜
中
一
好
さ
ん

（
黒
潮
カ
ツ
オ
体
験
隊
）。
カ
ツ
オ

の
一
本
釣
り
漁
船
の
餌
買
い
・
出

港
・
水
揚
げ
・
競
り
の
様
子
を
、

写
真
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
説
明
、
ま

た
、
地
元
佐
賀
で
の
カ
ツ
オ
漁
と

漁
師
の
歴
史
の
話
を
す
る
間
、
子

ど
も
た
ち
は
、
興
味
深
そ
う
に
じ

っ
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
質

問
時
間
に
な
る
と
「
一
日
に
何
匹

く
ら
い
釣
れ
ま
す
か
」「
一
匹
の

大
き
さ
は
ど
れ
く
ら
い
？
」「
一

人
前
の
漁
師
に
な
る
ま
で
に
や
め

よ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
」「
休
み
は
あ
り
ま
す
か
」「
漁

師
で
よ
か
っ
た
こ
と
は
」
等
々
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
溢
れ
ん
ば
か

り
に
質
問
が
飛
び
出
し
て
い
ま
し

た
。
浜
中
さ
ん
も
「
昔
は
家
族
も

多
く
、
長
男
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら

早
く
か
ら
働
い
て
家
族
を
食
べ
さ

せ
る
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
。
食

べ
物
に
困
ら
ず
、
住
む
土
地
に
合

っ
た
仕
事
を
考
え
て
漁
師
に
な
っ

た
」「
カ
ツ
オ
が
１
匹
も
釣
れ
な

い
日
も
あ
る
。
釣
れ
る
と
き
は

３０

〜
４０
分
で

１０
〜
大
き
い
船
で

３０
ト

ン
は
釣
れ
る
。
船
の
種
類
、
人
数
、

場
所
に
よ
っ
て
数
は
違
う
」「
一

人
前
に
な
る
ま
で
に
迷
っ
た
こ
と

は
何
度
も
あ
る
。
な
ん
で
漁
師
に

な
っ
た
が
か
と
。
で
も
、
や
め
て

も
、
何
を
す
る
か
。
ま
た
一
か
ら

の
や
り
直
し
、
そ
れ
や
っ
た
ら
、

こ
こ
で
堪
え
て
続
け
ろ
か
と
思
い

直
し
た
。
迷
う
時
は
あ
る
。
誰
で

も
、
１
回
迷
う
た
ら
何
回
も
迷
う

も
ん
や
。
迷
う
よ
り
も
前
に
進
ん

だ
方
が
え
い
が
や
な
い
ろ
う
か
と

お
ん
ち
ゃ
ん
は
思
う
」「
学
識
が

な
く
て
も
長
く
経
験
を
積
み
重
ね
、

自
分
の
努
力
で
そ
の
人
な
り
の
、

役
割
の
場
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
大
事
な
の
は
特
別
な
こ
と

は
し
な
く
て
も
、
与
え
ら
れ
た
こ

と
を
真
面
目
に
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ

す
る
こ
と
。
誰
か
が
見
て
い
て
く

れ
る
」
と
、
漁
師
を
代
表
し
て
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
質
問
に
丁
寧
に

答
え
て
い
ま
し
た
。

　
タ
タ
キ
づ
く
り
体
験
前
に
行
わ

れ
る
カ
ツ
オ
学
習
で
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
た
ち
の
町
の
主
要
産
業

で
あ
る
カ
ツ
オ
漁
を
学
び
、
漁
師

た
ち
や
そ
の
家
族
の
思
い
を
知
り
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い

く
過
程
で
大
切
な
こ
と
を
、
人
生

の
大
先
輩
か
ら
学
び
と
っ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　
雇
用
促
進
協
議
会
実
現
事
業
と

大
方
高
校
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
、

カ
ツ
オ
バ
ー
ガ
ー
と
カ
ツ
オ
ド
ッ

ク
が
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
店

で
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
バ
ー
ガ
ー
は
、

カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
を
挟
ん
だ
あ
っ

さ
り
味
の
バ
ー
ガ
ー
、

１１
月

１５
日
、

大
方
の
秋
ま
つ
り
で
初
披
露
と
な

っ
た
カ
ツ
オ
ド
ッ
ク
は
、
カ
ツ
オ

の
竜
田
揚
げ
に
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
入
り

タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
を
た
っ
ぷ
り
か

け
た
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ド
ッ
ク
で
、

ど
ち
ら
も
、
カ
ツ
オ
節
が
練
り
こ

ま
れ
た
パ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
カ
ツ
オ
と
パ
ン
の
意
外
な
組
み

合
わ
せ
に
初
め
は
遠
慮
す
る
方
も

い
ま
し
た
が
、
想
像
以
上
に
味
が

お
い
し
い
と
な
か
な
か
の
好
評
で

し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
こ
の
商
品
の
店

舗
販
売
も
今
後
は
計
画
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
。
ど
ち
ら
も
、
次

回
の
出
店
が
と
て
も
待
ち
遠
し
い

も
の
で
す
。

「
黒
潮
一
番
地
宣
言
」

佐
賀
小
学
校

カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
漁
を
学
習

カ
ツ
オ
バ
ー
ガ
ー
＆
カ
ツ
オ
ド

ッ
ク
好
評
！
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１１
月
８
日
、
土
佐
西
南
大
規
模

公
園
（
大
方
地
区
）
海
の
バ
ザ
ー

ル
駐
車
場
で
幡
多
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
海
辺
の
日
曜
市
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
高
知
県
西
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
主
催
）

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
に
あ

る
食
材
や
昔
な
が
ら
の
調
理
方
法
、

地
域
素
材
を
活
か
し
た
新
し
い
地

域
産
品
の
発
見
に
つ
な
が
る
よ
う
、

そ
し
て
、
生
産
者
と
買
い
手
が
直

接
売
り
買
い
す
る
こ
と
で
、
交
流

を
活
性
化
さ
せ
地
域
に
賑
わ
い
を

呼
び
起
こ
そ
う
と
、
来
年
２
月
ま

で
月
１
回
（
毎
週
第
１
日
曜
日
）

試
験
的
に
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
初
回
の
こ
の
日
、
町
内
外
の

グ
ル
ー
プ
や
個
人
生
産
者
が
出
店

す
る
無
農
薬
野
菜
や
果
物
、
鮮
魚

や
鮮
肉
食
品
、
お
菓
子
や
お
餅
、

豆
腐
や
味
噌
な
ど
の
手
づ
く
り
加

工
品
、
木
工
や
ガ
ラ
ス
、
布
製
品

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
品
物
が
並
び
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

生
産
者
と
お
客
さ
ん
同
士
だ
け
で

な
く
、
出
店
者
同
士
で
情
報
交
換

が
行
わ
れ
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
毎
回
、
来
場
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
協
力

い
た
だ
い
た
方
に
は
当
日
会
場
で

の
み
使
え
る
５
０
円
分
の
ハ
タ
マ

ネ
ー
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

マ
イ
バ
ッ
ク
推
進
の
た
め
、
無
料

エ
コ
バ
ッ
ク
貸
出
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
主
催
者
で
あ
る
高
知
県
西
部
Ｎ

Ｐ
Ｏ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

幡
多
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
継
続
的
に

開
催
で
き
る
よ
う
模
索
中
で
あ
り
、

毎
回
マ
ー
ケ
ッ
ト
後
に
は
出
店
者

の
方
々
と
の
反
省
会
も
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
今
後
も
出
店
希
望

者
を
広
く
募
り
、
よ
り
充
実
し
た

日
曜
市
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
高
知
県

　
西
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

蕁
４
３
―
４
２
１
５

http://blogs.yahoo.co.jp/hm
_um

ibe

　
か
き
せ
川
地
域
（
御
坊
畑
・
大

方
橘
川
・
馬
荷
地
区
）
で
は
、
地

域
の
一
帯
に
コ
ス
モ
ス
の
花
を
咲

か
せ
、
秋
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
大
方
橘
川
で
は

１１
月
３

日
に
「
こ
す
も
す
の
花
見

ｉｎ
橘
川
」

が
、
８
日
に
は
馬
荷
小
学
校
で
「
地

域
の
秋
を
楽
し
む
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

 
両
日
と
も
、
朝
か
ら
ぽ
か
ぽ
か

と
暖
か
な
日
と
な
り
、
色
と
り
ど

り
に
咲
い
た
コ
ス
モ
ス
を
見
な
が

ら
手
作
り
の
山
菜
飯
や
赤
飯
、
郷

土
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
り
、
会

場
で
販
売
さ
れ
る
、
地
元
な
ら
で

は
の
お
米
や
野
菜
に
山
菜
、
お
味

噌
や
お
茶
、
廃
油
で
作
っ
た
石
鹸

な
ど
の
商
品
を
「
安
い
ね
」「
珍

し
い
も
の
が
あ
る
ね
」「
こ
こ
の

餅
は
毎
年
買
い
付
け
よ
う
」
と
買

い
物
を
楽
し
ん
だ
り
、
訪
れ
た
た

く
さ
ん
の
方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
秋
を
楽
し
む
会
で
は
、

国
道

５６
号
馬
荷
入
口
か
ら
会
場
ま

で
約
６
キ
ロ
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
も

行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
コ
ス
モ

ス
を
観
賞
し
な
が
ら
途
中
、
馬
荷

冷
泉
の
足
湯
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
産

物
の
買
い
物
な
ど
を
楽
し
む
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
方
橘
川
地
区
は
、
「
こ
す
も

す
の
花
見
」
が
今
年
で
５
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
口
コ

ミ
で
広
が
り
、
今
で
は
２
０
０
人

も
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
す
。

 
中
に
は
、
地
区
外
に
出
た
方
た

ち
も
里
帰
り
も
兼
ね
て
来
場
し
「
久

し
ぶ
り
」「
元
気
や
っ
た
か
ね
」
と
、

地
元
の
方
々
と
再
会
を
喜
び
合
い

交
流
を
深
め
る
様
子
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
１０
月

１８
日
、
南
郷
小
学
校
で
三

世
代
ふ
れ
あ
い
参
観
日
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
小
学
校
体
育
館
に
は
、

全
児
童

４８
人
と
そ
の
保
護
者
や
祖

父
母
、
地
域
か
ら
も
浮
津
婦
人
会
、

浮
津
・
鞭
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
約

１
６
０
人
が
一
堂
に
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
班
に
な
っ
て
採
っ
て
き
た

か
ず
ら
や
松
ぼ
っ
く
り
、
せ
ん
だ

ん
の
実
や
ど
ん
ぐ
り
な
ど
を
材
料

に
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
用
の
リ

ー
ス
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

地
元
の
門
田
匡
平
さ
ん
や
岡
本
勝

美
さ
ん
を
中
心
に
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
々
が
手
早
く
か
ず
ら
を
リ
ー

ス
の
形
に
す
る
様
子
を
、
子
ど
も

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
幡
多
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
海
辺
の

日
曜
市
」
オ
ー
プ
ン
！

御
坊
畑
・
大
方
橘
川
・
馬
荷

コ
ス
モ
ス
で
秋
を
楽
し
む

三
世
代
ふ
れ
あ
い
参
観
日

南
郷
小
学
校
で
リ
ー
ス
づ
く
り

地区住民20数名で、準備も大変だったが、今年
も賑やかにできました。来年もみんなが元気で
あれば開催します。お楽しみに。（大方橘川より）

健 康 ウ ォ ー ク 中
に、馬荷冷泉の足
湯でホッと一息。

↑賑やかで、和やかにリースづ
くりがされていました。
←こんなに大きなリースもで
きました！
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蜷
川
地
区
米
原
に
祭
ら
れ
て
い

る
「
千
代
の
碑
」
の
足
場
周
辺
で

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
こ
の
た
び

地
元
の
方
々
た
ち
に
よ
っ
て
一
帯

の
修
復
工
事
が
な
さ
れ
、

１０
月

２９

日
に
は
、
関
係
者
ら
が
集
ま
り
工

事
の
竣
工
式
が
厳
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
千
代
の
碑
は
、
鎌
倉
時
代

元
弘
の
変
に
よ
り
京
都
か
ら
遠
流

の
地
畑（
幡
多
）へ
下
っ
た
後
醍
醐

天
皇
の
第
一
皇
子
尊
良
親
王
を
、

大
平
弾
正
と
と
も
に
守
っ
た
有
井

庄
司
の
娘
、
千
代
の
お
墓
で
す
。

　
こ
の
場
所
は
、
尊
良
親
王
の
隠

れ
家
で
あ
っ
た
米
原
宮
へ
食
事
を

届
け
る
役
を
言
い
使
っ
て
い
た
千

代
が
、
あ
る
日
時
間
に
遅
れ
て
し

ま
い
、
そ
れ
を
自
責
し
て
入
水
し

た
場
所
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
今

も
そ
の
伝
え
を
知
る
地
域
内
外
の

方
が
弔
い
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
１０
月

２７
日
、
高
知
県
が
実
施
す

る
「
対
話
と
実
行
」
座
談
会
が
か

き
せ
川
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
尾
闢
知
事
、
そ
の
他

県
・
町
の
関
係
者
ら
が
馬
荷
冷
泉

汲
み
あ
げ
所
と
七
立
栗
圃
場
を
各

代
表
者
に
説
明
を
受
け
な
が
ら
見

学
し
、
そ
の
後
、
馬
荷
小
学
校
体

育
館
で
、
か
き
せ
川
地
域
協
議
会

や
七
立
栗
保
存
会
、
そ
の
他
、
御

坊
畑
・
馬
荷
・
橘
川
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表

か
ら
資
料
や
写
真
を
見
な
が
ら
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
尾
闢
知
事
は
「
地

域
の
熱
心
な
取
り
組
み
に
大
変
頼

も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
今
後
の
活

動
に
も
大
い
に
期
待
し
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
１１
月
２
日
、
株
式
会
社
土
佐
く

ろ
し
お
鉄
道
が
踏
切
事
故
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
入

野
万
行
踏
切
で
の
踏
切
脱
出
及
び

列
車
防
護
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
国
運
輸
局
に
よ
る
と
、
県
内

で
は
今
年
に
入
っ
て

１０
月
ま
で
に

３
件
の
列
車
事
故
が
発
生
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。（
う
ち
１
件

は
死
亡
事
故
）

　
黒
潮
町
か
ら
た
く
さ
ん
の
小
学

生
が
参
加
し
、
高
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

男
子
１
０
０
０
㍍

１
位
　
小
橋
優
太（
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

　
記
録
３
分
６
秒

４４

女
子
１
０
０
０
㍍

１
位
　
山
本
紗
羅（
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

　
記
録
３
分

２３
秒

３２

女
子
走
高
跳

１
位
　
山
沖
真
菜（
中
村
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

　
記
録
１
ｍ

３０
㎝
 

女
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

５
位
　
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ

（
澳
本
み
な
み
、
酒
井
優
衣
、

二
宮
萌
実
、
山
本
紗
羅
）

　
記
録

６３
秒

２６

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
「
千
代
の
碑
」
修
復
さ
れ
ま
し
た

高
知
県
「
対
話
と
実
行
」
座
談
会

か
き
せ
川
地
域
が
県
知
事
と
座
談
会

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

踏
切
脱
出
・
列
車
防
護
訓
練

ス
ポ
ー
ツ
結
果

第
２６
回
高
知
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

（
１０
月
４
日
春
野
陸
上
競
技
場
）

後方に見える滝が、お千代が身を投じ
たといわれる滝「千代が淵」とも呼ば
れています。

左上：七立栗の圃場（七
立栗保存会）
右下：座談会の後には、
郷土料理を味わいながら、
知事や県関係者との交
流を深めました。

（右）踏切に取り残されてしまっても、あわてずにゆっくり前進すると、車に傷
がつくことなく遮断管は押し上げられます。

（左）車が動かない時は、車内に装備されている信号煙火（キャップが発火部分）
を着火し、体からできるだけ離してゆっくり回しながら列車に合図を送ります。

５
・
６
年

　佐賀北部地域協議会（会長矢野元）が取り組む、若山楮の復活プロジェクトに向けて、佐賀温泉敷地に、このたび蒸
し釜戸を完成させました。今年1月から拳ノ川と市野瀬地区の土地（約1,000平方メートル）で自生した若山楮を本
格的に手入れし、スクスク育った楮は、12月上旬に刈り取り、蒸し剥ぎを行う予定です。町内ではめったにお目にかか
れない、そして、高齢の方には懐かしい刈り取りや蒸し剥ぎの光景をご覧に、また、体験しに来てください。
楮の刈り取り／12月11日（金）～13日（日）＜場所＞拳ノ川・市野瀬　
楮の蒸し剥ぎ／12月18日（金）～20日（日）＜場所＞佐賀温泉広場

【お問い合わせ】佐賀北部地域協議会事務局（役場佐賀総合支所海洋農林課）　蕁55－3115（直通）

※刈り取りの場所や日程などの詳細は、
恐れ入りますがお問い合わせください

拳ノ川若山楮　蒸し剥ぎ体験しませんか

た
か
な
が
し
ん
の
う

ほ
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国
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を

目
指
し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・

人
員
を
一
新
し
、
「
日
本
年
金
機

構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

■
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事

務
所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す

が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と

し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
、「
年
金
事
務
所
」

は
、
現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務

所
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
使
用
し

ま
す
の
で
、
所
在
地
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会

保
険
事
務
所
の
名
義
で
ご
案
内

し
て
い
た
各
種
の
関
係
書
類
は
、

内
容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労

働
省
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の

名
義
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
民

の
皆
さ
ま
方
に
何
ら
か
の
手
続

き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一

切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

■
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務

を
引
き
継
い
で
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
公
的
年
金
制
度
は

国
の
制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政

や
運
営
に
国
が
引
き
続
き
責
任

を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
免

除
申
請
状
況
や
前
年
の
所
得
状
況

な
ど
一
定
の
条
件
に
よ
り
抽
出
し

た
方
々
に
対
し
、
免
除
申
請
に
か

か
る
案
内
文
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

　
受
け
取
ら
れ
た
方
は
同
封
の
申

請
書
（
ハ
ガ
キ
様
式
）
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
郵
便
ポ

ス
ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
申
請
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
が
一
度

承
認
さ
れ
た
方
が
、
翌
年
度
以
降

引
き
続
き
全
額
免
除
・
納
付
猶
予

の
申
請
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
翌

年
度
か
ら
の
申
請
手
続
き
が
不
要

と
な
り
、
申
請
し
忘
れ
が
な
く
な

り
と
て
も
便
利
で
す
。

　
た
だ
し
、
ご
本
人
の
希
望
や
審

査
の
結
果
で
、
保
険
料
の
一
部
免

除
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
つ
ど

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所

　
住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
総
務
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局

　
幡
多
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
「
日
本
年
金
機
構
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

国
民
年
金
免
除
の
申
請
を

お
勧
め
し
ま
す

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

お詫び　子育て応援特別手当（21年度版）の執行停止について
　皆様に、お詫びを申し上げなければならないことがございます。
　子育て応援特別手当（平成21年度版）に関しまして、その趣旨を活かしつつ、より充実した新しい「子ども手当」の
創設など、子育て支援策を強力に推進するため、執行を停止させていただくことといたしました。
　この子育て応援特別手当（平成21年度版）では、本年度において小学校就学前3年間に属するお子様一人あたり、
3万6千円を支給することとなっていました。支給対象者の皆様をはじめ、多くの方々に大変なご迷惑をおかけいたし
ましたことを心よりお詫び申し上げます。私どもといたしましては、安心して子どもを育てられる社会の構築に向けて、
より一層の努力を続けてまいる所存でございます。今後ともご指導を賜りますよう何卒、宜しくお願い申し上げます。

「
日
本
年
金
機
構
」
が
来
年

１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

平成22年1月1日より

社会保険庁
廃　止

日
本
年
金
機
構

公
的
年
金
の
運
営
業
務

　
○
資
格
の
得
喪
の
確
認

　
○
届
出
・
申
請
の
受
付
　
な
ど

　
○
年
金
の
申
請
や
給
付
※

　
○
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
通
知
な
ど
※

　
※
厚
生
労
働
省
か
ら
の
委
託
業
務

厚
生
労
働
省

公
的
年
金
の
財
政
・
運
営
責
任

支給対象者のみなさまへ 平成21年10月15日　　厚生労働大臣　長妻　昭

国
民
年
金
保
険
料
が
納
付
困

難
な
方
へ
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１０
月

１４
日
、
黒
潮
町
民
大
学

の
防
災
講
演
会
で
、
語
り
部
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
１
９
９
５
代
表
の
田
村

勝
太
郎
さ
ん
か
ら
、
震
災
と
学

校
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
実
体
験
か

ら
学
ん
だ
知
恵
な
ど
、
貴
重
な

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
講
演
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

家
の
倒
壊
、
そ
し
て
避
難
所
へ

　
当
時
、
小
学
校
の
教
師
だ
っ

た
私
は
、
母
親
と
２
人
で
過
ご

し
て
い
た
木
造
２
階
建
て
の
自

宅
が
震
災
に
よ
り
全
壊
し
、
１

階
で
寝
て
い
た
母
親
が
瓦
礫
に

埋
も
れ
、
近
所
の
人
の
協
力
を

得
な
が
ら
数
時
間
か
け
て
助
け

出
し
た
。
そ
の
後
に
近
所
の
人

が
布
団
や
衣
類
を
貸
し
て
く
れ

た
こ
と
が
最
初
の
忘
れ
ら
れ
な

い
出
来
事
で
あ
る
。

　
近
く
の
小
学
校
へ
行
き
避
難

生
活
と
な
っ
た
が
、
息
子
さ
ん

と
娘
さ
ん
を
亡
く
し
た
ご
夫
婦

や
店
が
潰
れ
て
し
ま
っ
た
方
な

ど
の
話
を
聞
き
、
命
が
あ
る
こ

と
が
何
よ
り
な
ん
だ
と
、
家
を

失
っ
た
不
安
が
吹
き
飛
ん
だ
。

避
難
所
の
生
活
と
運
営

　
地
震
の
３
日
後
、
自
転
車
を

借
り
て
約
５
時
間
か
け
、
勤
務

先
だ
っ
た
小
学
校
へ
向
か
っ
た
。

そ
の
途
中
で
建
物
の
倒
壊
し
た

様
子
や
手
向
け
ら
れ
た
花
の
多

さ
に
こ
の
地
震
の
凄
ま
じ
さ
を

改
め
て
感
じ
た
。
学
校
に
は
被

災
者
約
８
０
０
人
が
避
難
し
て

お
り
、
教
職
員
４
名
と
５
・
６

年
生

１０
名
が
中
心
と
な
っ
て
避

難
所
を
運
営
し
て
い
た
。

　
そ
の
中
で
、
こ
の
地
区
は
高

齢
者
の
多
い
町
で
あ
り
、
避
難

生
活
に
疲
れ
を
感
じ
て
い
る
方
々

が
多
く
見
ら
れ
、
私
は
避
難
者

が
よ
り
よ
い
避
難
生
活
を
送
る

た
め
に
、
運
動
場
の
一
角
に
無

料
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
開
い
た
。

配
分
の
あ
っ
た
物
資
の
中
か
ら

イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
や
紅

茶
を
使
い
、
児
童
た
ち
も
自
主

的
に
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
「
子

ど
も
の
声
を
聞
く
だ
け
で
元
気

が
出
る
」
と
多
く
の
方
々
か
ら

声
を
い
た
だ
き
、や
は
り
子
ど
も

た
ち
の
元
気
が
み
ん
な
を
笑
顔

に
変
え
て
く
れ
る
と
感
じ
た
。

　
他
に
も
、
全
盲
の
方
が
職
員

室
で
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て

く
れ
た
り
、
近
所
の
作
業
所
に

通
う
方
々
が
運
動
場
で
焼
き
芋

を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
み
ん
な

で
よ
り
良
い
生
活
を
目
指
す
と

い
う
素
晴
ら
し
い
光
景
を
た
く

さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
、
考
え
て
お
く
こ
と

　
防
災
に
熱
心
な
人
は
増
え
て

い
る
が
、
本
気
で
考
え
る
こ
と

が
必
要
。
私
の
防
災
の
原
点
は
、

あ
の
日
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
通

用
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
。
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
の
い
る
場
所
や

生
活
の
中
で
、
い
ろ
ん
な
場
面

を
想
定
し
な
が
ら
、
自
分
な
り

に
本
気
で
工
夫
し
た
防
災
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
ふ
ま
え
、来
る
南
海
地
震
に
対

し
て
何
を
す
べ
き
か
、そ
れ
ぞ
れ

に
考
え
、減
災
に
向
け
て
で
き
る

こ
と
か
ら
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
42

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と

〜
熱
心
か
ら
本
気
へ
〜

こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、以
下
に
お
願
い
し
ま
す
。
【
本
庁
】
総
務
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
1
2（
直
通
）　
【
佐
賀
総
合
支
所
】
総
務
課 

総
務
係
　
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

講師の田村勝太郎さん

蜷川分団が優勝！ － 幡多中央地区消防連合会総合訓練 － 
　11月8日に伊田漁港で開催された平成21年度幡
多中央地区消防連合会総合訓練に、四万十市と黒潮
町管内の消防署員と消防団員が一同に会し、実践型
放水競技（ホンプ車の部8チーム・小型ホンプの部
24チーム）を実施しました。
　本訓練は、消防技術の向上と士気の高揚を図り、
もって消防活動の進歩充実に寄与することを目的に
行われており、黒潮町消防団の皆さんは日頃の訓練
の成果を発揮し、小型ポンプの部では蜷川分団が見
事優勝するという活躍を見せました。
　消防団員の皆さん、本当にお疲れさまでした。今後も地域の安心安全を担う要として研鑽
されますようお願いします。

◆成　績 ◆
　【小 型 ポ ン プ の 部】
　　1位：黒潮町消防団蜷川分団、2位：四万十市消防団中筋分団、3位：同津野川分団
　【ポンプ自動車の部】
　　1位：消防署、2位：四万十市消防団下田分団、3位：同川闢分団

小型ポンプの部で優勝した蜷川分団の放水競技

が
れ
き

けん さん
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board of education

教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

は
じ
め
に

　
本
校
は
、
学
級
数
９
ク
ラ
ス
、

生
徒
数
２
０
４
名
、
教
職
員
数
２３

名
、
教
育
目
標
『
心
豊
か
で
、
た

く
ま
し
く
、
意
欲
を
も
っ
て
学
ぶ

生
徒
の
育
成
』
を
目
指
し
て
「
基

礎
学
力
の
定
着
と
学
力
の
向
上
」

に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
幾
つ
か
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
生
徒
へ
の
励

ま
し
や
温
か
い
声
が
け
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
学
校
が
中
心
と
な
り
な
が
ら
、

『
地
域
全
体
で
育
て
る
』『
地
域
全

体
で
見
守
る
』
こ
と
に
よ
っ
て
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
生

徒
指
導

　
本
校
で
は
、
何
年
か
前
ま
で
は

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
苦
情
や
苦

言
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

登
下
校
時
の
交
通
マ
ナ
ー
で
あ
る

と
か
服
装
に
つ
い
て
な
ど
、
多
々

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
、
生
徒

会
を
中
心
と
し
た
昼
休
み
の
ゴ
ミ

拾
い
や
自
転
車
置
き
場
の
巡
回
な

ど
、
生
徒
自
ら
の
手
で
学
校
を
良

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
盛

り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
『
元
気

会
』
な
ど
の
ボ
ラ
テ
ィ
ア
活
動
を

は
じ
め
、
自
分
た
ち
の
問
題
を
自

分
た
ち
で
話
し
合
い
、
取
り
組
み
、

解
決
す
る
と
い
う
流
れ
が
定
着
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
昨
年
よ

り
昨
年
、
昨
年
よ
り
本
年
と
落
ち

着
い
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
な
り
、
問
題
行
動
も
激
減
し
て

い
ま
す
。

基
礎
学
力
の
定
着
と
学
力
の
向
上

　
本
校
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
基
礎
学
力
の
定
着
と
学
力
の
向

上
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
幾

つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

①
３０
人
学
級
編
成

　
本
校
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
３０
人
学
級
の
指
定
を
受
け
、
１

年
生
７０
人
が
２３
人
・
２３
人
・
２４
人

の
３
ク
ラ
ス
編
成
で
毎
日
の
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ

ば
３５
人
の
ク
ラ
ス
編
成
と
な
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
少
人
数
の
学
級
編

成
に
よ
り
、
よ
り
細
か
な
指
導
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
少
人
数
指
導

　
本
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
少

人
数
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
２
・
３
年
生
で
は
、
英

語
と
数
学
の
時
間
に
ク
ラ
ス
を
半

分
に
分
割
し
、
１
ク
ラ
ス
１７
〜
１８

で
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
員

の
持
ち
時
間
は
倍
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
そ
の
分
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
目
を
配
る
こ
と
が
で
き

る
と
同
時
に
、
生
徒
か
ら
も
質
問

し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
が
で
き

た
り
、
授
業
に
積
極
的
に
参
加
す

る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
少
人
数
な
ら
で
は
の
効
果

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

③
放
課
後
学
習
室

　
本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、
空
き
教
室
を

利
用
し
た
『
放
課
後
学
習
室
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
３
年

生
を
中
心
に
、
放
課
後
２
時
間
程

度
、
３
年
間
の
復
習
を
中
心
に
勉

強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、

高
校
の
時
間
講
師
の
先
生
を
指
導

者
と
し
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
、
将
来
の
進
路
実
現
に
向
け

て
学
習
し
て
い
ま
す
。

④
人
材
の
活
用

　
本
校
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

エ
キ
ス
パ
ー
ト
。
学
習
指
導
員
・

Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
専
門
の
方
々
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
生
徒
の
悩
み
の
相
談

や
、
宿
題
の
添
削
、
授
業
に
つ
い

て
の
助
言
な
ど
、
本
校
教
育
活
動

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

生
徒
が
主
役

　
本
年
は
９
月
２６
日
に
運
動
会
、

１０
月
２０
日
に
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
運
動
会
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
影
響
で
１３
日
の
予
定
を
大

幅
に
遅
れ
、
一
時
は
開
催
自
体
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
無
事
、『
青

春
謳
歌
　
我
が
道
進
め
　
一
心
不

乱
』
の
テ
ー
マ
の
も
と
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
テ
ー

マ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
出

に
残
る
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
祭
は
平
日
の
開
催

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
皆
さ
ま

に
参
観
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
年
の
テ
ー
マ
は
『
楽
笑
』

…
ま
さ
に
み
ん
な
の
笑
顔
が
素
敵

な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
弁
論
や
英
語
暗
唱
、
ク
ラ
ス
発

表
や
３
年
生
の
演
劇
、
そ
し
て
生

徒
全
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
歌
い

き
っ
た
合
唱
、
力
強
い
歌
声
が
体

育
館
中
に
広
が
り
ま
し
た
。

大
方
中
学
校

「
心
豊
か
で
、た
く
ま
し
く
、

 
 

意
欲
を
も
っ
て
学
ぶ

 
 
 
 
 

生
徒
の
育
成
」

校
長
　
渡
会
　
好
史

運動会（５段ピラミッド）

標準学力調査結果

0
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は
じ
め
に

　
本
年
度
は
、
新
入
生
９
名
を
迎

え
、
全
校
児
童
数
３９
名
、
複
式
学

級
１（
２
・
３
年
）
を
含
む
５
学

級
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
校
の
児
童
は
、
元
気
な
挨
拶

が
比
較
的
良
く
で
き
、
素
直
で
真

面
目
な
子
ど
も
た
ち
で
す
。
ま
た

学
年
に
関
係
な
く
、
上
級
生
が
下

級
生
に
う
ま
く
関
わ
り
な
が
ら
一

緒
に
仲
良
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、

仲
間
づ
く
り
も
で
き
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
物
事
や
状
況
を
判
断
し
、

自
主
的
に
何
か
を
す
る
と
い
っ
た

こ
と
に
弱
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。
人

前
で
自
分
の
思
い
や
意
見
を
堂
々

と
発
表
で
き
る
。
状
況
判
断
を
行

い
自
主
的
に
進
ん
で
活
動
で
き
る
。

そ
う
い
う
児
童
を
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
校
内
研
究

の
主
題
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
自

分
の
考
え
や
思
い
を
生
き
生
き
と

表
現
で
き
る
児
童
の
育
成
を
目
指

し
て
」
と
し
て
、
発
表
力
（
表
現

力
）
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

発
表
力
（
表
現
力
）
を
高
め
る
取

り
組
み

　
２
年
目
を
迎
え
、
研
究
を
深
め

る
た
め
に
変
更
し
た
取
り
組
み
や
、

新
た
に
始
め
た
取
り
組
み
は
次
の

通
り
で
す
。

◆
音
楽
朝
会
の
実
施

　
ひ
と
月
あ
た
り
１
〜
２
回
と
、

音
楽
祭
時
期
に
集
中
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
各
学
級
で
も
朝
の
会

な
ど
で
、
月
毎
に
計
画
し
た
曲
を

歌
い
ま
す
。
教
科
・
朝
会
・
学
級

が
一
体
と
な
っ
て
、
き
れ
い
で
響

の
あ
る
歌
声
を
め
ざ
し
た
学
校
づ

く
り
と
な
る
よ
う
、
発
声
・
発
音

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
発
表
朝
会
を
朗
読
朝
会
に
変
更

　
す
ら
す
ら
読
め
る
こ
と
、
ま
た
、

大
勢
の
前
で
も
堂
々
と
表
現
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
各
学
級

が
学
期
に
一
度
、
教
科
書
や
作
文

を
み
ん
な
の
前
で
読
み
ま
す
。

◆
「
合
同
総
合
集
会
」
の
創
設

　
普
段
の
学
習
で
発
表
活
動
に
ま

で
発
展
さ
せ
ら
れ
る
内
容
は
、
学

級
内
に
と
ど
め
ず
全
体
の
場
で
行

っ
て
い
ま
す
。
年
間
８
回
（
４
回

は
保
護
者
や
地
域
に
公
開
）
を
計

画
し
、
表
現
力
向
上
の
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

◆
日
々
の
授
業
に
発
表
（
表
現
）

活
動
を
意
識
的
に
組
み
込
む

　
単
に
答
え
を
発
表
す
る
こ
と
に

と
ど
め
ず
、
理
由
を
述
べ
た
り
、

結
論
に
至
っ
た
経
過
を
説
明
し
た

り
す
る
授
業
展
開
を
多
く
組
み
込

ん
で
い
ま
す
。

学
力
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み

　
昨
年
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
学

力
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
は
、

今
年
度
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

　
清
掃
活
動
と
５
校
時
の
間
の
１０

分
間
、「
数
と
計
算
」
の
領
域
を

中
心
に
、
水
曜
日
を
除
く
毎
日
、

児
童
一
人
ひ
と
り
の
進
度
に
応
じ

た
プ
リ
ン
ト
学
習
を
続
け
て
い
ま

す
。

◆
学
習
の
手
引
き

　
児
童
が
自
力
解
決
で
き
る
手
助

け
と
な
る
よ
う
、
国
語
科
と
算
数

科
に
お
い
て
「
一
人
学
習
の
手
引

き
」
を
作
成
し
、
家
庭
で
の
活
用

を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

◆
日
々
の
授
業
実
践

　
一
時
間
一
時
間
の
日
々
の
授
業

を
大
切
に
、
学
習
の
め
あ
て
を
明

確
に
し
て
、
全
員
参
加
の
授
業
実

践
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
理
解
の

遅
い
子
ど
も
は
、
放
課
後
な
ど
に

個
別
指
導
を
行
う
こ
と
で
理
解
に

繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
４
月
に
実
施
さ
れ
た
標
準
学
力

調
査
で
は
、
３
年
生
以
外
の
学
年

は
期
待
正
答
率
を
か
な
り
上
回
っ

て
い
る
結
果
で
し
た
。
細
部
に
お

い
て
は
、
国
語
科
の
方
に
課
題
が

見
ら
れ
た
た
め
、
研
究
主
題
の
取

り
組
み
に
加
え
、
読
書
を
奨
励
す

る
と
と
も
に
、
漢
字
小
テ
ス
ト
を

継
続
的
に
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

特
色
あ
る
教
育
の
推
進
に
か
か
る

事
業
へ
の
取
り
組
み

①
全
校
児
童
に
よ
る
通
学
路
清
掃

な
ど
、
社
会
奉
仕
に
関
わ
る
体

験
活
動

②
上
川
口
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

と
の
愛
校
作
業
、
蜷
川
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々
と
の
ス
ポ
ー
ツ

交
流
、
婦
人
部
の
方
々
と
の
調

理
交
流
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
活
動

③
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
作
物

作
り
を
す
る
勤
労
生
産
活
動

④
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
施
設
を

訪
問
し
て
の
交
流
活
動

⑤
上
川
口
の
山
や
川
、
そ
し
て
海

と
親
し
む
自
然
体
験
活
動

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
で
、
地
域
の
自
然
や
人
の
す

ば
ら
し
さ
を
実
感
さ
せ
、
人
や
自

然
に
対
す
る
優
し
さ
や
豊
か
な
感

性
、
地
域
を
愛
す
る
心
を
育
て
た

い
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
活
動
を
す
る
中
で
、
豊
か
な
社

会
性
や
人
間
性
を
育
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
保
護
者
や
家
族
の
方
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
、
子
ど
も
た
ち

の
発
表
の
場
を
楽
し
み
に
し
て
足

を
運
ん
で
も
ら
え
る
、
そ
ん
な
地

域
の
中
の
学
校
で
あ
り
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

上
川
口
小
学
校

「
元
気
な
挨
拶
、き
れ
い
な

　
 

歌
声
の
溢
れ
る
学
校
に
」

校
長
　
柳
川
　
雅
史

国語期待

2年 3年 4年 5年

平成21年度標準学力調査正答率

81.2

77.3
73.2 71

国語本校

84

77 77.8
72.8

算数期待

84.7

78
74.9 74.6

算数本校

100

77.7

83
89.1

合同総合集会での発表活動の様子
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12月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間 健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１２
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

明
る
く
健
や
か
な
日
々
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係

　【
大
方
総
合
支
所
】
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　【
佐
賀
総
合
支
所
】
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

※当直医は変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

12月

06日（第1日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 大井田病院 蕁0880－63－2101

幡多地区年末年始休日救急歯科診療　当番医療機関（診療時間：午前9：00～正午）
日　　　時 当　番　医

12月30日（水） 山本歯科診療所

住　　　所

四万十市中村山手通31

電話番号

蕁35－2656

12月31日（木） 京町歯科診療所 四万十市中村大橋通3－24－1 蕁34－2258

平成22年1月1日（金） 山本歯科医院 四万十市具同田黒2－16－5 蕁37－1368

1月2日（土） 山本歯科クリニック 宿毛市駅前町1－1205 蕁0880－63－5252

　1月3日（日） 西町歯科医院 宿毛市西町2－20－15 蕁0880－65－0001

13日（第2日曜日） 木俵病院 蕁34－1211 沢田医院 蕁0880－63－2304

20日（第3日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

23日（天皇誕生日） 中村病院 蕁34－3177 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

27日（第4日曜日） 中村クリニック 蕁34－5100 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

31日（年末・大晦日） 幡多病院 蕁34－6211 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

1月

01日（元旦） 竹本病院 蕁35－4151 筒井病院 蕁0880－66－0013

02日（年始） 吉井病院 蕁34－5005 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

03日（第1日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267

10日（第2日曜日） さくらクリニック 蕁35－2555 清谷医院 蕁0880－63－2302

11日（成人の日） 森下病院 蕁34－2030 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113

大方くじら保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談18日（金）
1月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

9：30～10：30健 　 康 　 相 　 談
6日（水）

大方橘川集会所
9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談 大方中央保育所

9：30～10：30健 　 康 　 相 　 談7日（木） 浮津集会所

9：30～10：30健 　 康 　 相 　 談15日（金） 伊田浦老人憩の家

健 　 康 　 相 　 談14日（木）
9：30～10：30

上川口浦集会所
中馬荷集会所

9：30～10：30

大方地域

12月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

佐賀地域

9：30～11：00上分ふれあいサロン17日（木） 上分集会所
9：30～11：00横浜愛育健康相談21日（月） 佐賀老人憩の家

1月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
9：30～11：00馬地ふれあいサロン7日（木） 馬地集会所
9：30～11：00横浜愛育健康相談18日（月） 佐賀老人憩の家

○お問い合わせ　健康福祉課　保健衛生係
　　　　　　　　【大方総合支所】蕁43―2836（直通）
　　　　　　　　【佐賀総合支所】蕁55―7373（直通）
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黒
潮
町
で
は
、
母
子
保
健
事
業

と
し
て
「
愛
育
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
、
発

育
の
支
援
と
、
保
護
者
の
子
育
て

の
支
援
を
目
的
と
し
、
乳
幼
児
の

身
体
測
定
や
育
児
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
同
士
の
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
身
体
測
定

 
身
長
・
体
重
・
頭
囲
・
胸
囲
を

測
定
し
ま
す
。

◆
育
児
相
談

 
子
ど
も
の
発
育
、
生
活
、
栄
養

面
な
ど
の
ご
相
談
に
つ
い
て
保
健

師
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆
手
作
り
お
や
つ
教
室

 
栄
養
士
に
よ
る
「
手
作
り
お
や

つ
教
室
」
を
愛
育
相
談
と
あ
わ
せ

て
年
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
手
作
り
お
や
つ
の
試
食
や
、
栄

養
士
か
ら
離
乳
食
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
乳
幼
児
と
保
護
者

◆
大
方
中
央
保
育
所

　（
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

◆
大
方
く
じ
ら
保
育
所

◆
南
部
保
育
所
　

◆
佐
賀
老
人
憩
の
家

 
毎
月
１
回

　
午
前
９
時

３０
分
〜

１１
時

※
各
実
施
場
所
で
の
実
施
日
に
つ

い
て
は
、
対
象
の
ご
家
庭
に
ご

案
内
通
知
や
広
報
く
ろ
し
お
「
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
」「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
通
信
」
コ
ー
ナ
ー

で
随
時
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

※
佐
賀
老
人
憩
の
家
に
つ
い
て
は
、

毎
月
第
３
月
曜
日
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
保
健
師
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
な
ど

　
「
子
ど
も
の
成
長
が
確
認
で
き

た
」「（
相
談
し
て
）安
心
し
た
」
と

い
う
声
や
、「
他
の
お
母
さ
ん
と

話
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
育
児

を
相
談
し
合
え
る
友
達
が
で
き
た
」

な
ど
と
仲
間
作
り
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
身
体
測
定
や
育
児
相
談
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、

他
の
保
護
者
と
話
を
す
る
な
ど
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

対
象
者

実
施
日

場
所

ス
タ
ッ
フ

参
加
者
の
声

目
的

内
容 健

康
知
恵
袋

「
愛
育
相
談
」

安心で安全な手作りおやつを赤ち
ゃんに食べさせてあげましょう。

南部保育所での愛育相
談の様子。お母さん同
士の交流や情報交換の
場にもなっています。

子育て支援センターは
広々としたスペースに
赤ちゃんの大好きなお
もちゃもたくさん置い
ています。ぜひ遊びに来
てください。

【お問い合わせ】健康福祉課／大方総合支所 保健衛生係蕁43－2836（直通）・佐賀総合支所 保健衛生係蕁55－7373（直通）

インフルエンザ脳症に注意しましょうインフルエンザ脳症に注意しましょうインフルエンザ脳症に注意しましょう
　新型インフルエンザの感染が拡がっている一方で、「新型インフルエンザは軽症である」との認
識も拡がっているようです。しかし、国内では小児のインフルエンザ脳症が報告されており、今
後の流行とともに増加も考えられます。インフルエンザ脳症とは、インフルエンザの感染により、
脳が腫れ、頭蓋骨の中の圧力が高まることで脳全体の機能が低下して、意識障がいをおこすもの
です。
　発熱などのインフルエンザ様症状に加えて、次のような症状が見られたらインフルエンザ脳症
の疑いがありますので、急いで医療機関を受診してください。

【インフルエンザ脳症の初期症状】
Ａ：「呼びかけに答えない」など意識レベルの低下がみられる。
Ｂ：けいれん発作が30分以上続いたり、けいれん発作を繰り返し30分以上意識が
　　完全に回復しない状態が続く。
Ｃ：意味不明の言動がみられる。
　　強い解熱剤（ボルタレン、ポンタールおよびこれらと同様の成分が入っているもの）は、イン

フルエンザ脳症の予後を悪化させるので、必ず、かかりつけ医師に相談して使用してください。
〔厚生労働省：インフルエンザ脳症に係る注意喚起について参照〕
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介護保険関係の所得控除
介護保険広報シリーズ瀝ガイ ド介護保険介護保険介護保険

　今回は、所得税・住民税の医療費控除の対象となる介護保険サービスや、その他の介護保険に関係
のある所得控除についてご紹介します。

　介護保険サービスごとに、医療費控除の対象となる金額が決められており、医療費控除できる金額
は、1月から12月までの1年間に支払った医療費が対象です。
　対象となるサービスをご利用の場合、費用を支払った際に受け取る『領収書』に医療費控除対象額
が記載されていますのでご確認ください。

※高額介護サービス費の払い戻しを受けた場合は、払い戻し金額を差し引いた残りの金額が対象です。
　（⑬は高額介護サービス費の払い戻し金額を差し引いた残りの金額の2分の1）
※交通費は通常必要と認められる分が対象です。
※日常生活費、特別なサービス費用、特別な食事・居住費は対象外です。
※①～⑤の医療系サービスは支給限度額を超えた自己負担分も対象となりますが、⑥～⑩の福祉系サ
ービスは支給限度額を超えた自己負担分は対象外です。

介護保険サービスの利用に係る費用 医療費控除

　65歳以上の要介護1～5の認定者で知的障がい者・身体障がい者に準ずると黒潮町長が認めた場合
は、障害者控除の対象となります。障害者控除を受けるためには、障害者控除対象者認定が必要です
ので、介護保険担当係へ申請してください。

要介護認定を受けている方 障害者控除

　傷病によりおおむね6カ月以上寝たきりで医師の治療を受けている場合に、おむつを使う必要があ
ると認められれば、医療費控除の対象になります。（医師の発行する「おむつ使用証明書」が必要です。）
　また、おむつ代の医療費控除を受けるのが2年目以降で、要介護認定などを受けている人は、黒潮
町の交付する「確認書」で代用できます。

◆ 寝たきりの場合のおむつ代の医療費控除の取り扱い

サービスの種類（介護予防を含む） 医療費控除の対象となる範囲
①訪問看護
②訪問リハビリテーション
③居宅療養管理指導

サービス費の自己負担分

在
宅
サ
ー
ビ
ス

医
療
系 ④通所リハビリテーション サービス費の自己負担分と食費

⑤短期入所療養介護 サービス費の自己負担分と食費、滞在費
⑥訪問介護（生活援助中心型を除く）
⑦訪問入浴介護
⑧通所介護・認知症対応型通所介護
⑨小規模多機能型居宅介護
⑩短期入所生活介護

サービス費の
自己負担分

※①～⑤のサービスと合
わせて利用する場合のみ、
医療費控除の対象。

福
祉
系

⑪介護老人保健施設
⑫介護療養型医療施設
⑬介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

サービス費の自己負担分と食費、居住費

サービス費の自己負担分と食費、居住費のそれ
ぞれ２分の１の額。旧措置入所者は対象外。

施
設
サ
ー
ビ
ス
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　介護保険料を控除できる金額は、1月から12月までの1年間に納めた金額が対象です。

介護保険料 社会保険料控除

住宅のバリアフリー改修促進税制 所得税の特別控除、固定資産税の減額

○お問い合わせ　大方総合支所  健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　佐賀総合支所  健康福祉課  保険福祉係　蕁55－3112（直通）

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

　本年4月に行った、要介護認定の見直し（認定調査項目の変更）は全国一律の基準に基づき、
最新の介護の手間を反映させるためにデータを更新し、認定審査にかかる取り扱いを行ってき
ました。その影響を有識者・関係者からなる厚生労働省の検討会において検証したところ、認
定のばらつきは是正されているものの、軽度者などの割合が増加していることが明らかになっ
たことから、本年10月1日より、介護の手間をより正確に反映するため、新たに認定方法を見
直しました。
　このことで、4月より安定的な介護サービスのご利用を確保する観点から「検証・検討会」の
結果が出るまでの間、更新前の要介護度とするご希望があれば、更新前の要介護度のままにす
ることが可能となる『経過措置』を設けておりましたが、今回、新たに認定方法を見直したこ
とにより、この経過措置は9月30日をもって終了となりました。
　認定結果が実情と一致していない場合は「再申請」・「区分変更申請」できます。

　一定のバリアフリー改修工事を行った場合に、
借入金にかかる所得税の控除や固定資産税の減
額が受けられる措置があります。いくつかの適
用要件がありますので、詳しくは税務担当係へ
お問い合わせください。

10月から要介護認定が見直しされました

　要介護認定の結果、「非該当」と判定された方で、実情と一致していないと思われる場合は、『再
申請』を行うことができます。
　また、本来は現に認定されている要介護区分での介護サービスを利用する中、心身の状態が
悪化・重度化するなどにより、介護の必要度が認定されている要介護区分に該当しなくなった
場合、区分変更申請を行いますが、今回の見直しをふまえ、「要支援1・2」「要介護1～5」と
認定された方で、その要介護度が実情と一致していないと思われる場合は、有効期間終了前で
あっても『区分変更申請』を行うことができます。
　再申請や区分変更申請を希望する方は、介護保険担当係または担当ケアマネジャーまでお問
い合わせください。
（※再申請や区分変更申請は、希望どおりの要介護認定結果を保証するものではありません。）

要介護認定の申請について（再申請、区分変更申請の取り扱い）

納め方

お問い合わせ先

中村税務署 蕁35－2135

大方総合支所税務課 蕁43－2816（直通）

佐賀総合支所総務課税務係 蕁55－3113（直通）

社会保険料控除の対象者

特別徴収
（年金から納めている） 被保険者本人のみ

普通徴収
（納付書や口座振替で納めている）

被保険者本人、または本人の代わりに介護保険料
を支払った生計を同じくする家族
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遺
言
の
ほ
か
、
相
続
、
金
銭
・

不
動
産
の
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養

育
料
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
、
高

齢
者
な
ど
の
財
産
管
理
の
相
談
な

ど
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す

の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

　
１２
月

２０
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所

　
中
村
公
証
役
場

　
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
６
―
３
―
７

　
第
１
と
ら
や
ビ
ル
４
階

相
談
担
当
者

　
高
知
地
方
法
務
局
所
属

　
中
村
公
証
役
場
公
証
人

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
中
村
公
証
役
場

　
蕁
３
４
―
１
７
２
８

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

「
人
と
の
つ
き
あ
い
が
ど
う
も
う

ま
く
い
か
な
い
」「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
し
ま
っ
て
、
よ
く
眠

れ
な
い
」「
な
に
を
す
る
に
も
い

や
に
な
り
、
家
に
と
じ
こ
も
っ
て

い
る
日
々
が
続
い
て
い
る
」
な
ど
、

心
に
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
、
悩

ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
時
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時

　
１２
月

２２
日（
火
）

　
午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時

場
所
　
幡
多
福
祉
保
健
所

相
談
医
　
精
神
科
嘱
託
医

申
込
期
限
　

１２
月

１７
日（
木
）

＊
出
張
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
申

し
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、

次
回
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
保
健
師
・
相
談
員
に
よ
る
相
談

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
福
祉
保
健
所 

健
康
障
害
課

　
蕁
３
４
―
５
１
２
４

　
蕁
３
５
―
５
９
７
９

相
 

談

日
曜
遺
言
等
公
証
法
律
相
談

心
の
健
康
相
談

　
『
認
知
症
』
に
つ
い
て
、
あ
な

た
は
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
い
ま

す
か
？

　
認
知
症
は
、
誰
に
も
起
こ
り
う

る
脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
、
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
「
年
の
せ
い
だ
か
ら
仕
方
が
な

い
」「
認
知
症
の
人
は
何
も
わ
か

ら
な
い
、
何
も
で
き
な
い
」
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
認
知
症
も
他
の
病
気
と
同
じ
よ

う
に
早
い
時
期
に
対
処
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
症
状
を
軽
減
し
た
り
、

悪
化
を
あ
る
程
度
防
い
だ
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』

で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
さ
り
げ
な
い
気
づ
か
い

や
思
い
や
り
を
も
っ
て
接
し
な
が

ら
、
認
知
症
の
方
や
家
族
を
温
か

く
見
守
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
黒
潮
町
と
す
る
た
め
に
、

地
域
で
支
え
る
輪
を
広
げ
て
い
こ

う
と
研
修
会
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
、
『
認
知
症
』
の
方
へ
の
状
況

に
応
じ
た
対
応
方
法
や
接
し
方
を

学
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
次
の
と

お
り
講
演
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
認
知
症
」
講
演
会

日
時
／
１２
月
１１
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜

場
所
／
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
（
役
場
佐
賀
庁
舎
前
）

講
師
／
中
平
由
起
子
さ
ん
 
 
　

　
　
　（
と
お
わ
家
族
の
会
）

演
題
／
『
認
知
症
の
母
が
教
え
て

く
れ
た
こ
と
』

　
『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』

で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族

が
抱
え
る
、
介
護
・
保
健
・
福
祉
・

医
療
な
ど
各
種
の
心
配
ご
と
や
悩

み
ご
と
に
関
す
る
ご
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
『
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
４
３
―
２
２
４
０（
直
通
）

〜
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
め
ざ
し
て
〜

『
認
知
症
』の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

S
U

P

P O R T  C E N

T
E

R

人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

地域の防災サポーター養成講座参加者募集
第Ⅰ講座（座学講座）　　1月17日豸午前9時30分～正午　場所／大方あかつき館　講師／高知地方気象台
第Ⅱ講座（救命講習）　　①1月30日貍　場所／黒潮消防署　　②1月31日豸　場所／保健福祉センター
　　　　　　　　　　　　※①②のいずれかを受講。　時間／いずれも午前9時～正午
第Ⅲ講座（講話・実技）　2月20日貍午前10時～午後3時　場所／幡多青少年の家

内容／震災の語り部による講話と防災士による応急処置やロープワークなど災
害時に役立つ実技の講習

【お申し込み・お問い合わせ】本庁総務課消防防災係　　　蕁43－2112（直通）
　　　　　　　　　　　　　　佐賀総合支所総務課総務係　蕁55－3113（直通）

【定員30名程度 申込み期限1月8日貊】
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黒
潮
町
で
は
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
（
漁
船
を
除
く
）
の
係
船
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

場
所

（
黒
潮
町
灘
漁
港
）

募
集
船
舶
の
隻
数

　
１８
隻

使
用
料（
一
隻
の
船
舶
の
長
さ
）

・
２,
８
０
０
円
（
６
㍍
未
満
）

・
３,
４
０
０
円
（
６
㍍
以
上
）

※
使
用
料
は
月
額
で
す
。

※
使
用
料
は
、
使
用
許
可
の
通
知

を
受
け
取
っ
た
後
の
お
支
払
い

と
な
り
ま
す
。

提
出
書
類

・
利
用
申
込
書
一
部

・
船
舶
検
査
証
書
の
写
し
一
部

※
利
用
申
込
書
様
式
は
、
お
手
数

で
す
が
役
場
担
当
係
ま
で
取
り

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

 
１２
月
８
日（
火
）〜

２８
日（
月
）

※
今
回
の
募
集
は
、
町
内
在
住
者

の
み
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

し
ま
す
。

※
受
付
期
間
中
に
募
集
隻
数
に
満

た
な
い
場
合
は
随
時
受
け
付
け

し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
大
方
総
合
支
所
 

産
業
振
興
課

　
水
産
振
興
係

　
蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所
 

海
洋
農
林
課

　
漁
港
港
湾
係

　
蕁
５
５
―
３
１
１
５（
直
通
）

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

係
船
利
用
者
募
集
【
灘
漁
港
】

募
 

集

　
黒
潮
町
で
は
、
教
育
の
機
会
均

等
を
図
り
、
社
会
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
有
為
の

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

学
資
の
貸
与
を
受
け
る
黒
潮
町
宮

川
奨
学
資
金
貸
与
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

奨
学
生
の
資
格

盧
申
請
者
お
よ
び
保
護
者
が
本
町

に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
（
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
）
し
て
い
る
方

盪
優
秀
な
学
徒
で
高
等
学
校
以
上

の
学
校
に
入
学
な
ら
び
に
在
学

し
、
修
学
の
志
を
有
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
ま
た
は
入
学
困
難
と

認
め
ら
れ
る
方

蘯
品
行
方
正
、
向
学
心
旺
盛
、
志

操
堅
実
で
在
学
学
校
長
の
推
薦

が
あ
る
方

※
奨
学
生
は
、「
黒
潮
町
宮
川
奨

学
資
金
資
格
選
考
委
員
会
」
の

意
見
を
も
と
に
教
育
長
が
決
定

し
ま
す
。

奨
学
金
の
額

盧
高
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の

学
校
の
奨
学
生

　
月
額
２
万
円
以
内

盪
大
学
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の

学
校
の
奨
学
生

　
月
額
３
万
円
以
内

※
奨
学
金
は
無
利
息
で
す
。

奨
学
金
の
貸
与

　
４
月
お
よ
び

１０
月
の
、
年
２
回

に
分
け
て
貸
与
し
ま
す
。

貸
付
の
期
間
　
 

　
そ
の
学
校
に
お
け
る
正
規
の
修

学
期
間
を
限
度
と
し
ま
す
。

奨
学
金
の
返
還

　
卒
業
の
月
の
１
年
後
か
ら
、
奨

学
資
金
貸
付
年
数
の
２
倍
以
内
の

期
間
内
に
、
全
額
を
半
年
賦
で
返

還
し
て
く
だ
さ
い
。

（
納
付
期
日
）

・
前
期
分
　
６
月
２５
日
ま
で

・
後
期
分
　
１２
月
２５
日
ま
で

申
請
の
手
続
き

　
奨
学
金
を
希
望
す
る
方
は
、
出

身
学
校
ま
た
は
、
在
学
校
長
の
推

薦
を
受
け
て
下
記
の
期
間
内
に
、

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
す
べ
て
の
書
類
は
１
部
で
結
構

で
す
。）

盧
奨
学
生
願
書
（
様
式
第
１
号
）

盪
奨
学
生
推
薦
調
書（
様
式
第
２
号
）

蘯
添
付
書
類

・
住
民
票
（
申
請
者
・
保
護
者
）

・
申
請
者
の
世
帯
全
員
の
平
成

２０

年
中
分
の
所
得
証
明
書
（
役
場

税
務
課
発
行
）

・
申
請
者
の
該
当
す
る
世
帯
全
員

の
平
成

２１
年
度
分
の
納
税
証
明

書
（
役
場
税
務
課
発
行
）

申
込
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
月
）〜
２
月

２６
日（
金
）

○
申
込
書
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会

　
大
方
学
校
教
育
係

　
〒
７
８
９
―
１
９
９
２

　
黒
潮
町
入
野
２
０
８
９

蕁
４
３
―
１
０
５
９（
直
通
）

　
佐
賀
学
校
教
育
係

　
〒
７
８
９
―
１
７
９
５

　
黒
潮
町
佐
賀
１
０
９
２
―
１

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

平
成
２２
年
度
黒
潮
町
宮
川
奨

学
資
金
貸
与
奨
学
生
募
集
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こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
委
託
・
援
助
を
受
け
実
施
し
て

お
り
、
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追

悼
を
行
う
と
共
に
、
同
地
域
の
住

民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
、
賛
助
金
と
し
て
一
律

１０
万
円
。
本
年
度
は
、
次
の
５
地

域
を
追
加
事
業
と
し
て
実
地
予
定

で
す
。
お
申
し
込
み
は
、
締
切
日

ま
で
に
、
高
知
県
遺
族
会
へ
し
て

く
だ
さ
い
。

実
地
地
域
（
申
込
締
切
）

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（

１２
月

１５

日
）
②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（

１２

月
２０
日
）
③
フ
ィ
リ
ピ
ン
（

１２
月

２５
日
）
④
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
平
成

２２

年
１
月

２５
日
）
⑤
中
国
（
平
成

２２

年
１
月

３０
日
）

※
日
程
な
ど
の
詳
細
は
、（
財
）日

本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係
（
蕁

０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み

　
高
知
県
遺
族
会

　
蕁
０
８
８
―
８
８
４
―
８
７
０
０

　
財
団
法
人
高
知
県
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
は
、
県
内
の
農
林
漁
業

者
等
と
中
小
企
業
者
が
連
携
し
て

行
う
新
商
品
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
開

発
・
販
売
促
進
、
人
材
育
成
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
助
成
事
業
（
計

画
期
間
は
３
年
以
内
）
の
募
集
を

開
始
し
ま
す
。

事
業
概
要
 

ア
、
新
事
業
動
向
等
調
査
事
業
　

イ
、
新
商
品
・
新
技
術
・
新
役
務

　
　
開
発
事
業

ウ
、
販
路
開
拓
事
業

エ
、
人
材
育
成
事
業

※
設
備
投
資
、
個
別
営
業
に
か
か

る
経
費
、
人
件
費
は
対
象
外

◆
助
成
率
　
２
／
３

◆
助
成
限
度
額
　

　
年
額
　
５
０
０
万
円

 事
業
概
要
 

ア
、
新
商
品
・
新
技
術
・
新
役
務

　
　
開
発
事
業
　
　

※
設
備
投
資
、
人
件
費
は
対
象
外

◆
助
成
率
　

１０
／

１０
　

◆
助
成
限
度
額

　
年
額
１,
０
０
０
万
円
　

募
集
期
間

　
平
成

２２
年
１
月

１２
日（
火
）〜

　
２
月

１２
日（
金
）

　
詳
し
い
内
容
は
、
譛
高
知
県
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.joho-kochi.or.jp/

）

で
も
ご
確
認
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
譛
高
知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
産
業
連
携
推
進
部 

産
業
連
携
課

　（
太
田
・
川
闢
）

　
蕁
０
８
８
―
８
４
５
―
６
６
０
０

　
蕭
０
８
８
―
８
４
６
―
２
５
５
６

譛
日
本
遺
族
会

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」の
参
加
者
募
集

譛
高
知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

「
こ
う
ち
農
商
工
連
携
基
金
事

業
」
募
集

自衛官募集（平成22年春入校）
受験科目 陸上自衛隊　高等工科学校生徒

応募資格 平成22年4月1日現在15歳以上17歳未満の男子

試　験　日 一次試験　平成22年1月23日（土）

受付期限 平成22年1月8日（金）まで

手　　当
生徒手当

期末手当

94,900円

年2回（6月・12月）

衣　食　住 全員が駐屯地で生活し、宿泊は無料で、食事・制服類・寝具については、支給または貸与

休日休暇 週休2日制、祝日、年末年始および夏季休暇、年次休暇

概　　要

将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品を駆使・運用するとと
もに、国際社会においても自信を持って対応できる自衛官となる者を養成するために、
中学校卒業者などを対象に採用する制度です。

お問い合わせ：自衛隊四万十地域事務所　蕁35－3096

農
商
工
連
携
事
業
化
支
援
事
業

農
商
工
連
携
新
商
品
等
開
発
推

進
事
業
（
連
携
体
に
大
学
、
試

験
研
究
機
関
等
を
含
む
も
の
と

す
る
）
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高
知
県
お
よ
び
県
内
各
市
町
村

で
は
、
平
成
２２
年
度
よ
り
個
人
住

民
税
の
特
別
徴
収
の
完
全
実
施
に

向
け
た
取
り
組
み
を
合
同
で
推
進

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業
主
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
特
別
徴
収
と
は
、
給
与
支
払
者

（
雇
い
主
）
が
、
給
与
所
得
者
（
従

業
員
）
に
か
か
っ
て
い
る
町
県
民

税
を
毎
月
の
給
与
の
支
給
の
際
に

従
業
員
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
、

こ
れ
を
翌
月
の

１０
日
ま
で
に
市
町

村
に
納
め
る
方
法
の
こ
と
で
す
。

　
原
則
と
し
て
、
所
得
税
を
源
泉

徴
収
し
て
い
る
事
業
所
な
ど
（
給

与
支
払
者
）
は
、
従
業
員
の
個
人

住
民
税
を
特
別
徴
収
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

 ■
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
手
間

が
省
け
ま
す

　
毎
月
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ

る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
無
く
、

毎
期
ご
と
に
金
融
機
関
な
ど
に

行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
１
期
あ
た
り
の
負
担
が
少
な
く

な
り
ま
す

　
１
年
分
の
税
額
を

１２
回
に
分

け
る
の
で
、
普
通
徴
収（
年
４
回
）

と
比
べ
、
１
回
あ
た
り
の
納
付

額
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

■
所
得
税
の
よ
う
に
税
額
計
算
や

年
末
調
整
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん（
事
務
は
と
て
も
簡
単
で
す
。
）

　
通
知
書
お
よ
び
納
付
書
は
す

べ
て
印
字
さ
れ
た
も
の
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
事
業
所
の
方

が
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
特
別
徴
収
は
確
定
し

た
税
額
に
対
す
る
事
務
な
の
で
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
よ
う
に

事
業
所
の
方
が
個
々
の
毎
月
の

収
入
や
社
会
保
険
料
な
ど
に
応

じ
て
税
額
計
算
や
年
末
調
整
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
徴
収
の
流
れ

①
給
与
支
払
者
は
、
毎
年
１
月

３１

日
ま
で
に
役
場
に
給
与
支
払
報

告
書
を
提
出
し
ま
す
。

※
総
括
表
や
給
与
支
払
報
告
書
へ

特
別
徴
収
を
す
る
旨
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

②
提
出
さ
れ
た
報
告
・
申
告
な
ど

に
よ
り
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

③
税
額
を
決
定
し
、給
与
支
払
者

へ
必
要
書
類
を
送
付（
５
月
上
旬

に
特
別
徴
収
税
額
の
通
知
書
な

ど
必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま
す
。）

④
給
与
支
払
者
は
特
別
徴
収
税
額

の
通
知
書
（
納
税
義
務
者
用
）

を
個
人
ご
と
に
切
り
離
し
、
従

業
員
の
方
に
渡
し
ま
す
。

⑤
特
別
徴
収
税
額
の
通
知
書
（
特

別
徴
収
義
務
者
用
）
に
記
載
さ

れ
て
い
る
月
割
額
を
従
業
員
の

方
の
毎
月
の
給
料
か
ら
天
引
き

し
ま
す
。

⑥
天
引
き
し
た
住
民
税
を
納
入
書

で
翌
月

１０
日
ま
で
に
最
寄
り
の

金
融
機
関
な
ど
に
納
入
し
ま
す
。

個
人
住
民
税
（
町
県
民
税
）

特
別
徴
収
実
施
の
お
願
い

〜
給
与
支
払
者
（
雇
い
主
）の

　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ
〜

従
業
員
の
方
は
…

事
業
所
は
…

特
別
徴
収
義
務
者（
給
与
支
払
者
）

特
別
徴
収
義
務
者（
給
与
支
払
者
）

役
場

①給与支払報告書を提出
　（１月３１日まで）

④納税義務者へ特別徴
　収税額の通知

⑥住民税を納入
　（翌月１０日まで）

役場
②税額を計算

特別徴収義務者
（給与支払者）

納税義務者
（給与所得者）

役場
②税額を計算

特別徴収義務者
（給与支払者）

納税義務者
（給与所得者）

③特別徴収税額を通知
　（５月３１日まで）⑤給与から住民税を天引き

　（６月～翌年５月まで）
　（毎月の給与支払日）

【お問い合わせ】大方総合支所税務課住民税係　蕁43－2816（直通）　　佐賀総合支所総務課税務係　蕁55－3113（直通）

　
佐
賀
地
域
保
育
所
統
合
に
伴
い
、

平
成

２２
年
３
月

３１
日
を
も
っ
て
閉

所
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
拳

ノ
川
保
育
所
の
閉
所
式
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
（
拳
ノ
川
保
育

所
保
護
者
会
主
催
）

日
時
　
２
月

１３
日（
土
）

◆
発
表
会
（
午
前
１０
時
〜
１１
時
）

　
園
児
の
歌
・
劇
・
太
鼓
な
ど

◆
閉
所
式
（
午
前
１１
時
１０
分
〜
）

　
１
、
は
じ
め
の
あ
い
さ
つ

　
２
、
主
催
者
あ
い
さ
つ

　
３
、
来
賓
あ
い
さ
つ

　
４
、
子
ど
も
の
歌

　
５
、
保
育
所
の
歴
史
を
振
り
返

っ
て

　
６
、
終
わ
り
の
言
葉

　
７
、
餅
投
げ

◆
懇
親
会
（
午
後
１２
時
４０
分
〜
）

・
会
費
　
３,
０
０
０
円

・
申
込
期
限
　
１
月

３０
日（
土
）

　
保
育
所
卒
園
者
・
地
域
の
皆
さ

ん
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
拳
ノ
川
保
育
所

蕁
５
５
―
７
１
１
６

お
知
ら
せ

保
育
所
閉
所
式
の
ご
案
内
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支
援
の
対
象
と
な
る
方

　
「
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

の
受
信
料
の
全
額
免
除
を
受
け
て

い
る
世
帯
」
が
対
象
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
生
活
保
護
世
帯
、

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
な
ど
で
あ

っ
て
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税

非
課
税
の
世
帯
、
社
会
福
祉
事
業

施
設
入
所
者
な
ど
で
す
。

※
す
で
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
支

援
の
対
象
外
で
す
。

受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容

　
現
在
お
使
い
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
用
に
「
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
の

給
付
と
取
り
付
け
、
操
作
説
明
を

無
償
で
行
い
ま
す
。

　
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
が
必
要
な

場
合
に
は
そ
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
先

〒
３
５
９
―
８
７
８
０

　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
１
―
４

　
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
期
限

　
平
成

２１
年
度
分
に
つ
い
て
は

１２

月
２８
日（
月
）〈
消
印
有
効
〉
ま
で
と

な
り
ま
す
。

【
注
意
】

　
支
援
の
申
し
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
受
信
契
約
を
結
び
、
全
額
免

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
な
る
べ
く
早
め
に
契
約
手

続
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自
身

で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン

テ
ナ
な
ど
の
費
用
を
精
算
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

【
地
デ
ジ
受
信
の
支
援
内
容
や

支
援
申
し
込
み
な
ど
に
つ
い
て
】

　
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

蕁
０
５
７
０
―
０
３
３
―
８
４
０

【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
や

免
除
に
つ
い
て
】

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

蕁
０
５
７
０
―
０
０
０
―
５
８
８

【
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除
の

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
】

　
大
方
総
合
支
所

　
健
康
福
祉
課
　
福
祉
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
健
康
福
祉
課
　
保
険
福
祉
係

　
蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

総
務
省

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た

め
の
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
無
償

給
付
な
ど
の
支
援
に
つ
い
て

（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

大
方
図
書
館

9・10月貸出ベストランキング
１．同期　　　　　　　　　　　　　今野　　敏／著（大方・佐賀）
２．廃墟に乞う　　　　　　　　　　佐々木　譲／著（大方・佐賀）
７．フリーター、家を買う。　　　　有川　　浩／著（大方・佐賀）
４．罪深き海辺　　　　　　　　　　大沢　在昌／著（大方・佐賀）
５．１Ｑ８４　ＢＯＯＫ１　　　　　村上　春樹／著（大方・佐賀）
７．運命の人４　　　　　　　　　　山崎　豊子／著（大方・佐賀）
７．運命の人３　　　　　　　　　　山崎　豊子／著（大方・佐賀）
７．運命の人１　　　　　　　　　　山崎　豊子／著（大方・佐賀）
７．殺気！　　　　　　　　　　　　雫井　脩介／著（大方・佐賀）
７．新参者　　　　　　　　　　　　東野　圭吾／著（大方・佐賀）
７．星間商事株式会社社史編纂室　　三浦しをん／著（大方）

※（カッコ）内は所蔵館

大方あかつき館で、人権映画を上映します。
たくさんの方のご来場をお待ちしています。
日　程：12月6日（日）
場　所：大方あかつき館 レクチャーホール
内　容：西の魔女が死んだ（午前10時～）
　   　　アンネの日記（午後2時～）
入場料：無料

人権映画上映会のお知らせ

◆
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出
開

始
日
か
ら
２
カ
月
間
は
１
週
間

の
貸
出
期
間
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

★
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書
カ
ー

ド
の
発
行
は
受
付
で
行
っ
て
い

ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は
で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

佐
賀
図
書
館

12月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 1 2 3 4 5
笞 7 8 9 10 11 12

1月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 1 2 3 笊 笆
笳 笘 5 6 7 8 9

筍 14 15 16 17 18 19
筧 21 22 筬 24 25 26
箟 箍 箜 箚 箋 箚 31

12月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 1 2 3 4 5
6 笵 8 9 10 11 12

1月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 1 2 3 笊 笆
笳 笘 笙 6 7 8 9

13 笋 15 16 17 筥 19
20 筰 22 筬 24 25 26
27 箍 箜 箚 箋 箚 31
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○お問い合わせ／大方総合支所 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）　　佐賀総合支所 まちづくり課 水道環境係　蕁55－3700（直通）

月

12

1

日
自　　至

07～13
14～20
21～27

28
29
30
31
1
2
3

04～10
11～17

水道給水工事指定店 当番一覧表
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設
道 倉 水 道
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
拳 ノ 川 住 設
道 倉 水 道
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
拳 ノ 川 住 設
道 倉 水 道
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備

㈲ 西 部 総 建
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 西 部 総 建
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 西 部 総 建
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設

㈲ 森 田 建 設

谷 口 水 道

㈲ 森 田 建 設

谷 口 水 道

㈲ 森 田 建 設

谷 口 水 道

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

吉 本 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 森 田 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3621

55－3141

55－7114

55－2363

55－2420

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

藤縄5－1

佐賀2988

幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
営
業
の
お
知
ら
せ

　
年
末
年
始
に
自
分
で
ご
み
の
搬

入
を
さ
れ
る
方
は
、幡
多
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
内
が
大
変
混
み
合
い
ま
す

の
で
、時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
営
業
時
間

　﹇
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半
﹈

×
１２
月
２６
日（
土
）
休
み

×
１２
月
２７
日（
日
）
休
み

○
１２
月
２８
日（
月
）
営
業

○
１２
月
２９
日（
火
）
営
業

　﹇
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
﹈

○
１２
月
３０
日（
水
）
営
業

　﹇
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半
﹈

×
１２
月
３１
日（
木
）
休
み

×
１
月
１
日（
金
）
休
み

×
１
月
２
日（
土
）
休
み

×
１
月
３
日（
日
）
休
み

○
１
月
４
日（
月
）
営
業

　
年
末
年
始
の
大
掃
除
で
出
た
鉄

類
な
ど
は
、
古
物
商
で
換
金
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す

る
ご
み
も
減
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
蕁
３
１
―
２
６
０
０

トイレの汲み取り依頼についてお願いトイレの汲み取り依頼についてお願い
　現在、衛生センターでは処理能力不足のため、受け入
れ制限をしています。年末はトイレの汲み取り依頼が急
増し、混雑しますので、お早めに業者にご依頼ください。
　衛生センターの受け入れは、12月28日（月）までです。
　また、土曜日、日曜日は受け入れできませんのでご注
意ください。 【お問い合わせ】黒潮町衛生センター　蕁44－1185

し尿汲み取り・浄化槽点検清掃業者
青い鳥大方衛生社　蕁43－2737
大 方 公 衛 社　蕁43－3247
佐 賀 衛 生 社　蕁55－2570
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く
ろ
し
お
っ
子
を

紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を

紹
介
し
ま
す
！

　
こ
の
間
、
お
正
月
が
来
た

と
思
っ
て
い
た
ら
、
は
や
今

年
も
、
１２
月
を
残
す
の
み
と

な
っ
た
。

　
子
ど
も
の
頃
に
は
、
長
く

感
じ
ら
れ
た
一
年
も
、
年
齢

が
加
わ
る
ご
と
に
、
時
間
の

流
れ
が
速
く
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
人
生
の
折
り
返

し
地
点
を
迎
え
よ
う
と
す
る

昨
今
（
８０
歳
ま
で
生
き
れ
ば

の
話
で
あ
る
が
…
）
は
、
さ

ら
に
加
速
し
た
か
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
３０
代

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
２０
代

が
よ
り
近
い
世
代
だ
と
感
じ

て
い
た
も
の
が
、
４０
代
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
３０
代
よ
り
も

５０
代
の
方
が
よ
り
近
い
世
代

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
始
め

て
い
る
。
段
々
と
人
生
の
先

も
見
え
始
め
た
の
で
、
そ
う

い
う
ふ
う
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
…
。
自
分

自
身
の
時
間
の
流
れ
や
感
じ

方
の
変
化
を
実
感
す
る
と
と

も
に
、
時
代
や
社
会
の
流
れ

に
つ
い
て
い
け
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
と
少
し
不
安
を
感
じ

始
め
る
な
か
、
平
成
２２
年
度

予
算
の
概
算
要
求
か
ら
無
駄

を
削
る
政
府
の
「
事
業
仕
分

け
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
中

に
は
地
方
交
付
税
や
地
方
を

活
性
さ
せ
る
た
め
の
補
助
金

な
ど
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

地
域
主
権
を
掲
げ
る
民
主
党

政
権
が
ど
の
よ
う
な
判
断
を

く
だ
す
の
か
注
目
を
す
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。

（
ね
）

編
集
子

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、

お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
・
子
ど
も
の
写
真
募
集
中
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
総
務
課
企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

こう

土居　　煌くん
〈平成21年1月27日生まれ〉

優しい子に育ってね。

むつみ

柿内　　睦ちゃん
〈平成21年9月23日生まれ〉

すくすく元気に育ってね。

みのり

柿内　　穂ちゃん
〈平成16年1月2日生まれ〉

妹といつまでも仲良くしてね。優しい子に育ってね。 優しい子に育ってね。

黒潮町成人式黒潮町成人式黒潮町成人式
平成22年

◆日　時／平成22年1月3日（日）
　　　　　【受付】12：30～　【式典】13：30～
　　　　　【記念行事】14：10～（記念コンサート／出演：大方吹奏楽団）
　　　　　【閉会・記念撮影】15：00～

◆場　所／ふるさと総合センター大ホール（黒潮町入野176－2）

　平成元年4月2日から平成2年4月1日生まれの方（黒潮町内に住所を
有する方、大方中学校・佐賀中学校卒業生）には、成人式の案内通知
をさせていただいております。ご来場、お待ちしています。

○お問い合わせ／教育委員会  大 方 生 涯 学 習 係　蕁43－2110　
　　　　　　　　　　　　　  佐賀生涯人権教育係　蕁55－3190　

成人の日を迎えられる皆さんを心からご祝福します。成人の日を迎えられる皆さんを心からご祝福します。

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
と

な
り
ま
し
た
。
一
年
の
し
め
く
く

り
の
月
で
す
。
お
正
月
を
迎
え
る

準
備
な
ど
慌
し
い
月
で
も
あ
り
ま

す
が
、
親
子
で
交
流
を
し
な
が
ら

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
物
を
製
作
し

た
り
、
体
を
動
か
し
た
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
お
で
か
け
広
場

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
１２
月
１
日（
火
）園
庭
遊
び

・
１２
月
１５
日（
火
）作
っ
て
遊
ぼ
う

　
場
所
／
横
浜
保
育
所
乳
児
室

◆
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　（
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

・
１２
月
２
日（
水
）園
庭
遊
び

・
１２
月
９
日（
水
）ふ
れ
あ
い
遊
び

・
１２
月
１６
日（
水
）作
っ
て
遊
ぼ
う

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
１２
月
４
日（
金
）午
後
の
フ
リ
ー

デ
ィ
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
蕁
４
３
―
０
５
１
２

１２
月
の
予
定

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
通
信


